北病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２４年４月５日　(木)　　　　　　　　　　司会：岩藤　良子　　記録：木村　巴

	松橋
	上口
	山田
	苅田
	岩藤
	久保
	佐々木（正）
	滝田
	藤原
	三浦
	赤坂

	○
	○
	公休
	公休
	○
	準夜
	公休
	公休
	深夜
	○
	公休

	中村
	水上
	木村
	油津
	廣瀬
	佐々木（大）
	佐々木（志）
	
	
	
	

	公休
	公休
	○
	準夜
	○
	○
	公休
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日16:00から川端Dr出張の為、当直医が変更となります。

4/5（木）17：00～21：00　川端Dr→田名部Dr

　　　　　 21：00～　　　　通常通り猪股Dr

・4/1（日）より青山荘が生活訓練宿泊型施設となり、NPO法人メンタルケアサポートへ移行となります。青風荘も同じく財団へ移行となりますので周知お願いします。

・検査センターでの準備の都合上、希望日入力の締め切りを“4/13（金）12：00”とします。
期日までに希望日の入力をお願い致します。
（入力先：WIZ書類フォルダ→みんなの共有→総務室→健康診断→採血希望日）
期日までに入力の無かった方は、こちらで採血日を振り分けさせて頂きます。
※締め切り後に採血予定日の変更を希望される方は、検査：佐藤志穂（PHS233）までご連絡下さい。
・現在佐藤輝美さんが不在の為、日誌等の回覧先を選択する際は冨田I,O,Oへ回覧先を指定して下さい。

・公事が発表された為、来年度の北病棟の日程をおしらせします。

北病棟の部署ミーティングは4/17（火）15：30から、部署懇談会は同日18：00より開催予定となっています。場所は決まり次第再度告知します。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～食事変更に関して話し合っています。本人様の摂取状況（良く噛まずに次々に口に詰め込む）から全粥・キザミにしてはどうかとの意見が聞かれていますが、以前キザミにすると食事を摂取しなくなる事があった為、「副食肉のみキザミ」にしてはどうか検討しています。主治医へ情報提供し、低炭水化物食（副食肉のみキザミ）で本日夕より食事変更しています。引き続き、本人様の嚥下状態の確認と一気食い等を観察しやすい場所で見守りや介入を行っていきましょう。

＜注目患者様連絡事項＞

・倉橋　生子様～OTへ向かう途中、同室患者様（大上様）に対するイライラ感をスタッフへ訴える事があります。OT中は他病棟の患者様への話し掛けの多さが見られていましたが、トラブルとは至っていません。昼食後の服薬時は不機嫌な様子もあり、スタッフに対し口調の強さも見られています。今後スタッフの人事異動に伴い

　　　　　　　　精神症状も変化する可能性もありますので、イライラ感を訴えた際は傾聴し、他者とトラブルにならないよう介入していきましょう。

・菊地　明子様～調子についてはまぁまぁと話し、睡眠については熟眠感がないと話されています。歩行運動については起床後行いませんでしたが、朝食後は自ら歩かれています。歩行運動を無理しすぎないよう適宜声掛け、日課・プログラムを行える様関わっていきましょう。

・布施　邦雄様～スタッフへ自分が話さないと自分の存在がないように思うと話し、ここにいるのかいないのか話したい様子があったとの事です。訴えがあった際は傾聴、

　　　　　　　　話し相手となり、会話内で妄想様の発言があった際は現実検討を促していきましょう。

・稲垣　恵利子様～プログラム前に金銭管理を早めて行いたいと希望する等、ややゆとりのない様子が見られています。調子が悪くなると、金銭管理を何度も行う事や洗濯回数が増える傾向にありますが、現在は執着する様子も見られていません。

　　　　　　　　　荷物まとめ等の行動化があった場合、時間を置くとその件に関して曖昧にしてしまう事がある為、その場で振り返りの場を持つようにしましょう。

＜皮膚科診察＞

　・五日市　規様～全身を診て頂いていますが、急性湿疹の診断がついています。デルモゾールG軟膏塗布の指示が出ていますので、引き続き掻痒感の訴えや皮膚状態の観察を行っていきましょう。

・小笠原　禮子様～右第一趾のアズクロ＋サリチル酸ワセリン処方となっていましたが、治癒の為本日で止めとなっています。

＜安ヶ平Dr診察状況＞

・伊藤　五十二様～左下肢と痔核痛の訴えあり、主治医より下肢痛訴え時はナパゲルン軟膏塗付し、痔核についてはネリプロクト軟膏継続の指示出ています。疼痛訴え時は処置していきましょう。

・赤坂　順市様～エビリファイ（6）2Tからエビリファイ（12）2Tへ、4/11（水）の定期薬より変更となる事を主治医より説明を受け了承しています。拒薬のある患者様ですので、服薬状況の観察を行っていきましょう。また、体重を減らすよう主治医より指導を受けている為、間食量の調整を行っていきましょう。






















